令和７年度　第１回スタッフセミナー
　　　　　　　　　　　　　東峰村社協ホームヘルプサービス　本村　和枝
令和7年7月16日（水）、第1回スタッフセミナーが開催されました。今回は「ユマニチュード ～優しさを伝えるケア技術～」をテーマに、認知症ケアの現場で実践的かつ効果的とされるケアの哲学と技術について理解を深めることを目的としました。講師には、南福岡神経外科病院に勤務され、ユマニチュード認定チーフインストラクターとして全国で指導を行っている安武澄夫氏をお迎えし、豊富な実践経験に基づいた講義を行っていただきました。
ユマニチュードは、フランス発祥のケア理論で、「人間らしさ（ユマニチュード）」を取り戻すことを目指す、哲学と技術が融合したケアのアプローチです。体育教師であったイブ・ジネスト氏とロゼット・マレスコッティ氏によって約40年前に考案され、現在では世界中の介護・医療現場で注目されています。特に認知症の方に対する非言語的な関わりの重要性を重視し、ケアを「する側」と「される側」の人間関係の質を高めることを目的としています。
安武講師の講演では、まずユマニチュードの根幹をなす「哲学」と「技術」の両面が紹介されました。哲学的側面では、「ケアする人とは何か」「ケアとは何を意味するか」といった本質的な問いかけがなされ、ケアとは単に身体的な援助だけでなく、尊厳を守り、人としての関係性を築く行為であることが強調されました。技術面では、その哲学を具体的に実践するための方法として、「見る」「話す」「触れる」「立つ」の四つの柱が紹介されました。
「見る」では、相手の目を正面から水平に、近い距離で見つめることにより、安心感や信頼感を与える技術が解説されました。威圧的な視線を避けることで、相手のパーソナルスペースを尊重しながら接することができます。「話す」では、穏やかで低めのトーンの声と肯定的な言葉を用いることで、優しさや尊厳が伝わりやすくなることが示されました。「触れる」では、急に敏感な部位に触れない、広くやわらかくゆっくり触れるなど、触れ方によって感情的な安心を生み出す方法が具体的に紹介されました。そして「立つ」では、単に立位を促す行為ではなく、アイデンティティの保持や健康維持に直結する重要なケアであることが説明されました。動く機会を奪わず、本人の主体性を尊重することが大切です。
さらに、ユマニチュードには、実際のケア場面でどのように関係性を築いていくかを示す「五つのステップ」も存在します。1つ目は「出会いの準備」で、ノックや声かけを通して自分の存在を知らせ、相手に安心してもらうこと。2つ目は「ケアの準備」で、相手の好む距離感や言葉遣いを用いてコミュニケーションを始めます。3つ目の「近くの連結」では、見る・話す・触れるの技術を組み合わせて信頼を深め、4つ目の「感情の固定と再開の約束」では、ポジティブな印象を記憶に残し、次回への安心感を生み出します。最後に「再開」では、継続的な関係性を築いていくことが重要とされます。
本セミナーではユマニチュードが単なる技術にとどまらず、ケアに対する価値観を根本から問い直す学びであることが共有されました。
安武先生、大変貴重な講演をいただきまして誠にありがとうございました。

